


9
目
1
白
骨

土
田
市
地
種
差
且
寝
訓
練
奄
開
催
し

$51

9
月
1
日
開
の
午
前
中
、

練
』
を
開
催
し
ま
す
。

今
年
は
場
下
地
区
を
重
点
地
区
と
し
て
、
住
民
の
皆
吉
ん
や
防
災
関
係
機
関
と
協
力
し

な
が
ら
、
各
種
の
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

第
四
中
学
校
を
主
会
場
と
し
て
「
上
田
市
地
震
総
合
防
災
訓

-
訓
練
の
慨
要

今
年
の
防
災
訓
躍
で
は
、
住
民
自
皆
さ
ん
や

関
陣
機
関
の
協
力
に
よ
り
、
次
の
よ
う
な
訓
離

を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

-
住
民
に
よ
る
防
災
訓
練

(
避
難
訓
練
、
消
火
栓
取
扱
訓
練
、
非
常
通

報
訓
鯨
、
避
難
場
所
直
営
訓
練
、
応
急
救
護

講
判
な
ど
)

・関
係
機
関
に
よ
る
防
災
訓
練

(消
防

・
自
衛
隊

・
警
察

・
赤
卜
字
奉
仕
団

・

ラ
イ
フ
ラ
イ
ノ
関
悟
機
関
な
ど
に
よ
る
各
種

訓
練
)

-
防
災
訓
練
に
参
加
し
よ
う
/

長
野
県
に
は
、
県
町
南
北
を
縦
断
す
る
糸
魚

川
静
岡
構
造
組
が
あ
り
、
ま
た
、
松
本
市
付

近
に
は
、
牛
伏
寺
(

d

」
ふ
く
じ
)
断
層
が
あ
り
ま

す
。こ
の
牛
伏
寺
断
層
を
震
源
と
し
た
地
震
が
発

生
し
た
場
合
、
上
岡
市
で
は
躍
度
6
弱
か
ら
6

強
の
掘
れ
が
生
じ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
白
よ
う
に
、
大
き
な
地
震
が
発
生
し
た
場

合
に
は
、
ふ
だ
ん
か
ら
訓
練
し
て
い
な
い
と
、

い
ざ
と
い
う
と
き
に
身
動
き
が
と
れ
な
く
な
り

ま
す
。
防
災
訓
練
に
事
加
し
て
、
見
事
時
の
行
動
を

も
う

一
度
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
ノ

。
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-
会
社
で
も
訓
練
を
行
い
ま
し
ょ
う

問
合
せ

総
務
課

a
n
・5
3
3
2

1丘且 16

と
し会
た社
防な
型ど
週白

l町職
(場
Bで
月も
30 、
日 9
1月

'H ~ 月 日
5を
日 中
) 心

惜
え
ま
し
ょ

ま
た
、
市

社
員
や
職
員

す
る
場
合
は
、

お
願
い

震急車両@通行にご協力を
置11歯車当日I孟、第四中学校在

中心に、 .. 亀車両がサイレン
を鳴らしながら走行します.

皆さんのご理解・ご協力を8
・いします.

害
加
い
な
お
、
車
で

ご
遠
慮
く
だ
さ

.アマチュア無線局のみなさんへ
剛練中、第四中学綬に無線局を股げて、メリット空機を
行います.アマチュア局で穆加いただける方'"、憲司寄りの
場所から穆加をお願いします。
マ使用周迎敏
140メガヘルツ格
①145田MHz(メイン)
唱。メガヘルツ傷
①拍3.68MHz(メイン)

-
参
加
者
に

哩渇32田MH，③拍1回MH，
" 

<2J1判開MH，



[災害に備えよう/1，いつ起こるかわからない災害。災害から身を守るためには、 日ごろから災害に対して備えをしておくことが何よりも重要です。

非常持出し晶をチェック!
いざというと苦に備えて、自己ろが5備えをして置き
ましょう。
・すぐに取り出せるところに置いてありますかっ
.軍族構成に応じた準備をしていますか?

・貴晶や電池宮ど期限のあるも由1~1年1こ 1 固l志点槙し、
必要に応じて交換しましょう。

東部

EE3水間保開能な /幅町、
レトルト2像画缶腎など L¥ミンJ

曹界:P.
E盟諸3
包帯ガーゼ、渦罵液
傷ヨ障かぜ藁胃腸穣，.ど

地震が発生したら
.島町安全を確保する

テーブル白下や柱がたくさんある押し入れなどに身を

置き、揺れがお古まるまで待ちましょう。

.消火、ガス田元栓、 ・源を切る

火提が需生した場合、掲札がおさまった段階で即座に

消火をします。

・戸締まりと安否メモ

窃盗対揮のため、戸締まりは確実に行います。外出中

の家族に安否のメモを残しましょう。

・近所の災害弱者に声を鍋11ょう
近所で声を掛け合い、民冒弱者に配掴し立がら、かつ、

迅速に亜鑑します。

・ケガの措置

ふだんから心肺蘇生法や止血法などの訓鞭をしておき

ましょう。

.集団避難と露噂

避難する場合I~，置歩で集団に立って亜雛しましょう。

材木町1-10ド13I 22-0105 In .. 0.' I第五中学校 |上野'441 I 22-3076 

下之郷806-3 I 38-2552 

潟地区に関係なく 鰻寄りの場所に董殖してください。
選費量所として使日閉する建物l季、学校等においτは体育館とします.ただし、状 J曜により他の建物も開践します.
5長平成15写11月まで 鳩下小学綬グラウンドほ政簸工'中のため使用で2きまでん.
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信帯ラ忌だUEDAINFORMATION 

....・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.............................................
一. . • • |介護保険料についての!B知らせ 菖齢者介護課~・liPmI

平成15年度介護保険料の軽減について
介護保険料は、被保険者本人や世帯の所得立どに応じて、 5段階の保険料区分を設けています。

このうちの第 2 段階(年額 ~27，900円〕で特に収入が少芯い方について、次により第 1 段階(年額~18，600 

円)への軽減を行いますので、該当する方は申請してください。

~該当する方は申請してください~

. 

••••••••••••••••••••• 

-E圃~.!;~l陸軍ヨ伽返掛自由~IU咽個邑;m:沼己主:~~・凋・・

( 1 )樺険料区分が軍2段酷であること。
( 2 )前年の年間収入額が1人につき48万円以下であること
(遺躍年金または障害年金を畳姑していないこと)。

(3 )高齢者のみのt埜繕(独層または夫婦等)であること。
(4 )同一敷地内に親躍が居住してい草いこと。
(5 )親睦に扶聾されてい草いこと。
(6 )聾種老人ホームに入所してい牢いこと。

. 

a置軍事事覆習需寝rr言・・・・・・・・・・・・
(1) 9月1日聞から叩月31日掴までに申糟があった場合=当初(4月)から軽端
(2) 11月以降に申摘があった場合=申摘があった月から軽減

【3申請場所 E 
前世所高齢者介護課(空通不梗等の理由で来庁が困難な場合1;郵送も可〉またi手支所

[4申請に必要な書類 E 
( 1) r軽揖申請書」 高齢者介護課 支所、在宅介瞳宣撞センターにあります。
( 2) r年金支払通知書(はがき)の写し」 年金畳給者 -
介護保険料の年金からの天引きについて i 
年金からの天引きによリ介護保険料を納める方に、介護保検料天引き通知置を8月下旬にお送りします。 i 
内容は、平成15年度の保険料年額と年度後半(10月、12月、来年2月)に天引きと立る保険料額のお知らせです。 i
この保険料は、平成15年度の1年間の保険料額から、 4月から9月までに納付する額を差し引いた残りを、 i 
3回に分けて納めていただくものです。 i 
なお、次の場合には天引きになりません。 i 

• 4月1己時点で、 年金が裁定されていない場合または上田市に居住してい主い場合 i 
i -年金が遺族年金や簿害年金の場合または18万円来満の場古 i 
i ・年金の現況屈の提出が遅れて年金が停止された場合 i .....................................................................................................................・

•••••••
••••••••
•••••••••••••••••••••

•••••••••••••••• 

( 

健康食品による健康被害を防ぐために~健康食品を購入する際の注意事項~

0昨年から、健康貴晶の摂取によると疑われる重い健康被害(死亡、肝障害、
甲状腺機能障害など)が多数発生しています。

0こうした健康貴晶と称しているものの中には、原材料表示からは分力、ら立
い成分を使用している製品があります。

0健康食品は、医薬品と遣い、効能効果について国力、ら認証を得ているもの
ではないため、表示や広告ができません(保健機能賞品在除く)。

O健康童品を購入する際には、潜在的なリスクがある場合もありますので、
被害の発生状況等が公表された製品名にじゅうぶん違憲してください。

0健康食品を摂取して、健康状態を害されたと恩われる場合は、早めにお近くの医療機関や保健リ所等に相談し
てください。

| 上田保健所生蹄生課 M.I.1Dt.11] I J 

[ 4] 15，且16

間星野県科学振興会では 県民の科学に対する理解と関心を高めるため、「科学へ
のいりぐち」などの映画フィルム262ドと、 「自然に生きる」などのヒデオテ プ109本
の貸し出しをしています.ぜひご利用ください.
貸出方滋など、詳しくは商工醒(D23・5396)へお問い合わせください。

E握幽踊蝉圏
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-
と
き

9
月
6
日
出

午
後
1
時
叩
分
5
4時
四
分

-
内
容

デ
ジ
タ
ル
ビ
デ
オ
の
檀
い
方

と
、
パ
ソ
コ
ン
へ
の
取
り
込
み
、
帽
聾

な
ど
を
行
い
ま
す
。

-
対
車

パ
ソ
コ
ン
桂
験
者

圃
定
員

叩

人

置
量
購
料

2
0
0
0円
ロ

9
月
7
日
間

午
前
叩
時
i
午
桂
4
時

・
対
象

パ
ソ
コ
ン
睡
験
者

-
定
員

時

人

.
畳
間
料

4
0
0
0円

出
申
し
込
ま
れ
た
方
に
は
、

聾
唖
を
郵
送
し
ま
す
。

-
と
き

事
前
に

ブ
ロ
の
マ
ン
ガ
室
に
マ
ン
ガ
の
描
き

方
な
ど
を
教
え
で
も
ら
い
ま
す
。

あ
な

ξ
か
描
い
た
桔
を
持
っ
て
く
る

と
、
直
接
ア
ド
ハ
イ
ス
し
て
く
れ
ま
す
。

.
と
き

8
月
別
白
日

午
前
叩
時
5
午
後
2
時

園
間
量

マ
ン
ガ
な
ど
に
輿
障
の
あ
る
…
抽
選
)

一

午
前
8
時
相
分
6
3
午
桂
4
時
四
分

一

民
U

方

…

・
聖
帽
料

一

・

コ

ー

ス

一

各
掴
座
と
も
、
申
込
締
切
日
は
9
月

園
定
員

四

人

“

1
l
|

一

①
東
部
町
・
真
田
町
コ
ス

一
7
日
回
で
す
。

園
事
加
料

簡
料

二

地

域

の

ず

」

み

問

題

を

一

②
長
門
町
・
和
田
村
コ
ー
ス

一
・
住
扇
録
(
き
作
成
教
室
.

置

持

者

植
を
見
て
も
ら
い
た
い
方

…

区

一

は

晴

晴

晴

同

|

一

置

定

員
各
コ
ス
叩
人
(
先
着
順
)

…
・
と
き

9
月

日

刷

は
、
あ
な
た
が
描
い
た
マ
ン
ガ
や
イ

二
回
書
跡
齢
勝
監
臨
匝
闘
蜘
佐
佐
一
圃
害
加
料
大
人

1
0
0
0
円

一

午
前
9
時
i
正
午

ラ
ス
ト
(
大
き
さ
・
画
材
自
由
)

ニ

勘

監

歯

医

院

副

島

劃

町

一

子

ど
も
(
小
学
牢
以
下
)

一
・
雲
間
料

1
0
0
0円

閏

凶

叫

同

盟

国

聞

週

司

B
・
ご
み
を
ど
こ
ま
で
雪
す
こ
と
が
で

一

5
0
0
円

一
・
?
ド
基
本
コ
ー
ス
・

圃
回
開
悶
開
削
嗣
凶
闘
H
M阿
国
M
悶
幽
・
…
き
る
の
か
。
そ
し
て
、
ご
み
の
畢
適
な

一
圃
持
ち
物

昼
食
、
敵
み
物
雨
具
、

一
回
と
き

9
月
叩
日
開
・
叩
日
樹

園

と

き

“

処
理
方
法
は
何
か
を
考
え
る
た
め
の
暗

一

敷
物
用
シ
ト

一

括
白
岡
・
団
自
国

9
月
間
白
出
・

H
日
間
…
潰
会
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

一
圃
申
込
み

8
月
四
日
聞
か
ら
9
月

一

午
桂
6
時
四
分
5
9時
担
分

叩
月
叩
日
出
・
叩
日
間
“
開
催
し
ま
す
。

一

8
日
間
ま
で
に
上
園
地
壇
広
壇
連
合

一
回
受
問
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4
0
0
0円

什
月
8
日
出
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9
白
日

・
2
日
出
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・
・
と
き

8
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醍
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・
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ソ
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迎
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・
・
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一
圃
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一
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春
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大
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ロ
ー
ド
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ド
並
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コ
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・
一
よ
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一
圃
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ビ
ニ
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倍
学
校
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制
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“

「
叶
ぺ
寸
イ
叶
川
叶
け
川
川
什
l
l
J
一
圃
そ
の
他

書
加
希
望
者
は
、
当
日
、

一
就
職
面
接
会
を
開
惜
し
ま
す
。
上
団
地

重
量
、
シ
ナ
リ
オ
制
作

…

医

陪

嘩

防

区

一

第

一

霊

場

に

書

一
域
で
採
用
を
予
定
し
て
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富

-

-

・
暗
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、
編
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ザ
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一
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…
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岡
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一
当
者
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甘
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す
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書
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-
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ン
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
、
ア
ッ
プ
ロ
l
"
「
固
齢
世

E
E
E・
E・
-
-
-
-
-
-
圃
幽
恒
也
胴
巴
固
臨
凪
闘
副
副
国
・
・
・
一
申
込
み
は
不
要
で
す
の
で
、
当
日
は
ご

ド

…

上
小
地
域
の
陣
れ
る
名
所

・
旧
跡
を

一
・
と
き

9
月
6
自
国
・

7
日
回

一
自
由
に
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

圃
対
最

上
園
地
域
の
企
革
従
業
員
、

"
パ
ス
で
巡
り
、
自
升
自
身
で
地
曜
の
良

一

午
前
叩
時
3
午
憧
4
時

一
・
と
き

8
月
羽
田
山

在
住
の
個
人
で
、
現
在
映
像
制
作
に
"
さ
を
再
発
見
で
き
る
ツ
ア
で
す
。

一
・
と
こ
ろ

畏
地
八
公
園
(
劃
壷
瞳
隣
)

一

午

撞
1
時
3
4時

携
わ
っ
て
い
る
方
か
、
将
軍
映
像
制
“
秋
を
迎
え
る
1
目
、
ご
軍
属
や
お
友

一
園
内
容

日
ご
ろ
さ
ま
ざ
ま
な
創
作
活

一
・
と
こ
ろ

上
回
東
急
イ
ン
(
国
陣
ク

搾
に
明
わ
る
予
定
の
方

一
壷
を
古
眠
い
の
う
え
ご
害
加
く
だ
さ
い
。

一

動
を
し
て
い
る
皆
さ
ん
の
作
品
の
控

一

リ
ス
タ
ル
ホ
ル
)

-
定
員
四
人
(
応
曹
多
散
の
場
合
は
…

・
と
き

9
月
間
自
国
(
雨
天
法
行
)

一

露
と
交
清

一
・
嘗
加
企
量

的
刊
社
(
予
定
)

2
万
円

-募集人員先着田人 ・出窃資格市内在住者
..加料等 2，000円と歌岡カ ド1古都提出
午前9時~午後4時(中央公民館ロピ ) 

-とき 10月12日回午前11時~
掴ところ 上田市文化センター
・聖付 9月6自国・ 7日間
.問合せ ""・0556(1J林)

園輯護費調
15.且16[5) 
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-
顔
合
わ
仲
会
.
 

.
 と
き

9
月
幻
日
出

午
珪
0
時
羽
分
5
3時
四
分

・
と
こ
ろ

ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
ツ
ア
l
・

-
と
き

9
月
団
自
国

午
前
8
時
担
分
5
午
憧
5
時
泊
分

・
と
こ
ろ

更
纏
市
大
地
自
黙
の
輩

.
対
象
者

障
害
の
あ
る
方
(
友
人
、

保
聾
者
、
介
瞳
吾
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

同
伴
可
能
。
1
人
で
も
書
加
で
き
ま

す
が
、
常
時
介
瞳
を
必
要
と
す
る
人

は
、
介
置
者
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
)

・
定
員

四
人
程
度

圃
嘗
加
料

開
料

・
申
込
み

社
会
掴
祉
協
融
会
へ

叩
月
叩
日
出

午
前
叩
時
1
午
桂
3
時

・
と
こ
ろ

劃
遺
揖
体
育
館
・
周
辺

国
事
軍
内
容

①
消
費
生
活
リ
サ
イ
ク
ル
等
に
聞
す

る
展
示

・
実
演
(
申
込
期
限
は
9
月

5
日
固
ま
で
)

…
②
新
品
は
も
ち
ろ
ん
、
ま
だ
捨
て
る
に

は
慣
し
い
晶
物
の
服
売
毒
す
る
フ
リ
ー

園

事

聾

内

容

“

マ
ケ
ッ
ト
(
申
込
用
限
は

9
月
叩

①
防
衛
大
学
校
学
生
推
蘭

一

日
圃
ま
で
)

②

防

葡

大

学

控

牢

生

一

般

"

・
申
込
み

生
活
環
境
田
へ

③

肪

衛

医

科

大

学

世

学

生

九

川
川
川

H
N
N川
パ
川
叶
リ
ノ

④
震
学
生

…

市

団

四

四

川

河

信

房

長

」

圃
受
験
責
措

-
圃
配
官
脚
箇
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

①
②
③
高
校
草
聾
者
{
卒
畢
見
込

"
「
掴
島
町

-EB-EE-------

み
も
含
む
)
で
引
揖
未
嵩

"
・
と
こ
ろ

①
住
吉
2
地
区
(
上
信
越

④
高
校
卒
聾
者
(
卒
畢
見
込
み
も

一

道
上
田
料
金
所
付
近
)
叩
区
画
程
度

含
む
)
で
目
歳
未
調
一
②
常
磐
曙
地
区
(
西
部
公
民
館
西
側

圃

吏

付

期

間

"

の
2
か
所
)
叩
区
画
程
度
③
上
田
原

①
ι
9月
5
日
5
9日

・

2
地
区
(
警
軍
輯
員
住
宅
付
近
ほ
か
)

②
③
④

9
月
世
田
5
叩
月
叩
日

…

6
区
画
程
度

-

世

験

日

…

・

そ

の

他

岡

-
事
軍
人
世

田
入

国
申
込
み
・
間
合
せ

で
に
児
震
標
高
岡
醒
へ
9
月
3
日
同
ま

①

9
月
却
日
出

・
引
日
岡

②
ι

円
月
8
自
国

・
9
日
間

③
ι

刊
月
1
日
出
2
日
間

④
I

叩
月
叩
日
間

・
そ
の
他

受
瞳
料
情
料
、
特
別
睡
国
軍
公
輔
員

叩
月
6
日
間

午
前
6
時
3
午
桂
8
時
頃

-
行
き
先

東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ラ
ン
ド

国
対
象

偲
子
父
子
軍
底
の
親
芋

-
と
き

-
専
聾
期
間

9
月
1
日
間
3
8
日
開

(
申
込
.
配
付
も
同
じ
)

-
軍
軍
団
地

9
月
1
日
間
に
公
裏

.
入
居
者
調
定
方
量

公
開
抽
選

圃
抽
選
日

9
月
世
田
園
中
央
公
民
館

3
階
大
会
暗
室
て
行
い
ま
す
。

-
申
込
み

市
置
所
本
庁
舎
4
陪
彊
革

住
宅
醒
へ

防
衛
大
学
校
等
学
生

看
護
学
生
採
用
試
験

合
夏
、
金
共

古
安
圏
、
下
之
章
、
中
之
量
に
も
若

“

干
の
空
き
区
画
が
あ
り
ま
す
の
で
、
"

E
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

-
利
用
料

1
区
画
(
約
3
0坪
2
1
"

ood)
年
間
5
0
0
0
円

"

・
申
込
み

8
月
四
日
掴
ま
で
に
腫
林

臨
へ
(
申
込
み
多
散
の
場
合
は
抽
選
)

救日
助赤
員7)<
饗上
成安

司著書

9
月
刊
日
日
・
市
日
開

四
日
回
目
白
岡

午
前
9
時
3
午
撞
5
時

(
引
日
は
3
時
ま
で
)

-
と
こ
ろ

ア
ク
ア
ウ
イ
ン
グ
(
畏
野

市
吉
田
)

.
向
容

水
上
安
全
法
唖
抽
・
覇
者
軸

助
の
方
法
・
応
急
手
当

・
心
肺
車
生

法
な
ど

・
対
象
者

5
0
0
メ
ー
ト
ル
程
度
埠

げ
る
、
酒
叩
車
山
ょ
の
檀
聞
な
方

-
定
員

先
着
却
人

.
霊
蘭
料

1
5
0
0
円
(
教
本
、
消

耗
品
、
慢
険
代
)

.
服
韮
・
持
ち
物

実
控
の
で
き
る
服

華
、
水
着
、
筆
記
用
具

・
申
込
み

9
月
5
日
固
ま
で
に
、
性

所
・
氏
名
・
生
年
月
日

・
電
話
番
号

を
、
電
話
ま
た
は
F
A
X
で
事
輯
推

進
醍
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

-
と
き

[6) 1瓦8.16

-
と
こ
ろ
牢
科
講
習
上
田
消
費
生

活
セ
ン
夕
、
翼
技
構
習
よ
田
吉

岡
庁
舎
駐
車
場

由・里 圃程内容
会く 申 ワ持書みルン犬 E す書

占E閉ま主義組 スノl、事むこ 加
支ぃ苦手ン 霊と防 1与章
受長官喜重量; 幸喜詰吉金主
t専せ詰罪1雪度重g毒単
{手に ー円 クお滴量 4呼

h言 語 tts喜2喜一 一一-S主 重 吉宮FU端品主主
み と イテ狂おた 摘お悼でです.・9月の粗大ごみ回収目
9月20日(:t)...量陵支所駐車場
回収時間は午前10時~正午.処理費用(実質)がかかります

日程 h曜日 内書

9月6日 土 学科

g月2c日 土 実筏

10月4目 土 実授

10月18日 土 実筏

11月1目 土 実t支
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咽
咽
掴

上
級
救
命
講
習
会
の

お
知
ら
せ

9
月
叩
自
国

午
前
9
時
4
3
午
後
5
時

・
と
こ
ろ

勤
労
青
山
ノ
年
ホ
ム

.
情
習
円
容

心
肺
醇
生
法
(
人
工
呼
唖
・
心
腫

マ
ツ
サ
ジ
)
、
大
出
血
時
の
止
血

法
、
骨
折
時
の
手
当
な
ど

・
服
韮

実
控
の
で
き
る
服
装

圃
持
ち
物

置
配
用
具
昼
食

圃
受
購
料
情
料

圃
駐
車
場

清
明
小
牢
校
中
庭
駐
車
場

圃
申
込
み

9
月
6
日
出
ま
で
に
、
お
近
く
の
消

防
署
で
申
込
み
用
紙
に
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。

-
そ
の
他

隅
習
睦
了
者
の
方
に
修
了
柾
を
お
渡

し
し
ま
す
。

-
と
き

園且…

点
検
商
法
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
/

愚
近
、
置
話
や
訪
問
等
に
よ
り
「水

道
管
や
排
水
設
備
の
清
掃
・
点
検
を
し

ま
す
」
と
言
っ
て
高
額
な
置
用
を
要
求

す
る
点
検
商
法
の
事
例
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
工
事
を
す
る
前
に
は
じ
ゅ
う

iizizig園調丹市fiii1552dzid話
芸な勇哉湾地聖置軍司l正逗| 。?揖墨 7でなっゃなの1;水滑な工品 業醐品警し
雇ど省刀、 2に雨 ..  ・ ~墜 屑雫さ点て提つ排 道醐ど吾 iii 慢べ完例て
手54雪書ZE圃・き引 旦歯蓄し;は匡脅E喜ET主管空事 高ま安芸襲
防りやて巴樹で Eョ・ 7民| さ Z主主 宮せつりに道タ費い 1函 甑 t市りし
に、市い掴木、-主語 iI3温』 車んい、つの lを担 ) な ι 摘ま
むこでま極力、理・・・E品| 闘萱型 醒。て上い汚型、問明会を 曹官王すく
がうもす書道蕗・・・.::;;お L'量担 へ 畢下てフ'1<S求を 社点 闘う「 だ
けし道。弓路 i三-'"孟dI 合事~ a5 者水はま先すせ名肢 をて id さ

5量契 2福重・E二圭) ~書言 明 S書型Z品売て主長 葉忠王 Li 
料的り主瞳なうたなて迷す o年 「ー一寸τ7τ=、 璽 力てで切事ま
刊でをの再か。場ぃ臨串。 3闇長園田園宣坦1'7 '7 '7罰 をはすに事す

童手聖望者Z釈さ書量主君原に霊医国号毒1mさ古Z護霊童重量一五重里町
見詰訪日51持!?i園劃計器;szliftE害
羽35522れ訪日霊園周 iiZUF21持時
日少聖すいこ品き。置らま、1"._り・| 管 理に 田は 孟なこ所る
か古島がてと Cなや任、れね年-ま才;;，1理 Itっ 出 ん木と有民iせな はが孟くむを近てこ度・3 醒画い事 合一有

色量 R 与三与雪量き E=?? ・~へ 醒 E 所 協日差益苦
圃
犬
・
拍
こ
の
引
取
り
手
動
料
…
・
内
容

生
櫨
引
甲
以
上
の
式

・
ね
こ

一

調
車
「
企
聾
の
求
め
る
人
材
」
「
パ

ー
頭

2
0
0
0円
一

ト

タ

イ

マ

の

基

瞳

知

酷

」

生
撞
引
日
未
満
の
子
犬

・
子

ね

こ

一

ワ

l
ク
シ
ー
ト
「
適
職
発
見
」

1
件
(
叩
頭
ま
で
)
2
0
0
0円
一

E
そ
の
他

民
児
あ
り

-
引
取
り
に
つ
い
て

毎
週
水
曜
日

…
・
蹄
切

9
月
8
日
開

(
体
日
を
除
く
)
午
前
9
時
5
刊
時

業
犬
の
場
合
は
鑑
札
と
印
鑑
、
ね
こ
の

窃
合
は
印
鑑
を
、
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

・
犬

・
ね
こ
の
圃
謹
に
つ
い
て

揖
檀
扇
で
は
、
醒
渡
希
望
の
方
へ
新

し
い
闘
い
主
探
し
を
お
手
恒
い
し
て
い

ま
す
の
で
、
こ
相
酷
く
だ
さ
い
。

畳
録
期
間
は
3
か
月
で
、
不
用
品
の

紹
介
は
1
固
に
つ
き
1
晶

(
1件
)
で
す
。

取
引
は
無
料
で
、
当
事
者
の
責
任
に
お

い
て
空
が
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、

取
引
が
成
立
し
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
こ
こ
で
は
一
部
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

マ
ベ
ピ
ベ
ッ
ド
マ
家
具
調
こ
た

つ
〔
長
方
醇
)
マ
食
器
決
浄
機
マ

衣
類
静
乾
燥
機
門
V
衣
類
ス
タ
ン
ド
マ

工
ア
コ
ン
マ
ガ
ス
ス
ト
プ
(
都
市

ガ
ス
)
マ
都
市
ガ
ス
用
風
買
か
ま

マ
木
製
ベ
ッ
ド
マ
学
習
机
(
木
製
)

マ
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
マ
幽
母
子
オ

ル
ガ
ン

育
児
介
瞳
等
に
よ
り
瞳
量
生
活
を

中
断
し
た
撞
に
、
醒
め
て
再
就
職
を
希

望
し
、
就
職
に
向
け
て
準
備
し
て
い
る

方
々
を
対
象
に
、
必
要
と
FtAW基
礎
知

酷
等
を
学
べ
る
セ
ミ
ナ
よ
金
開
惜
し
ま
す
。

・
と
き

9
月
刊
日
開

午
桂
1
時
5
4時

9
月
日
日
闘

午
睡
1
時
5
4時

圃
と
こ
ろ

野
沢
全
面
(
住
久
市
生
涯

宇
習
セ
ン
タ
ー
)

・
対
象

原
則
と
し
て
育
児
・
介
聾
等

に
よ
り
聴
誕
生
活
を
中
断
し
た
碓
に
、

再
就
職
を
希
望
し
、
就
職
に
む
け
て

準
惜
し
て
い
る
方

マ
ベ
ヒ
カ
i
B
型
マ
ベ
ビ
ー
チ
ェ

ア
マ
子
ど
も
用
ベ
ッ
ド
マ
ワ
ブ

ロ
(
カ
ラ
l
液
晶
)
マ
マ
y
サ
l
ジ

機
マ
洗
濯
機
マ
自
転
車
(
子
ピ
も

用
)
マ
三
輸
相
章
マ
二
段
ベ
ッ
ド

マ
セ
ミ
ダ
ブ
ル
ベ
ッ
ド
マ
ル
ム
ラ

ン
ナ
ー
マ
コ
ン
ポ
ス
ト

9Jj6日出 ツルヤ大量底、マツヤ上回唐011酋)
9 JJ 13日出西友秋鞠腐、西友三好町宿、 Aコープコア塩図庖
9月20日出 マツヤ上関インター庖、やおふ〈上繍庖
9月27日出・ジ，スコよ園高、しおだ野ショッビングセンター

程ロHの月a咽w

・

b
-す

削
山
蜘
畑

イ

澗

刷

サ

咽

市

川，目
r

j

ド
ω

緩

ン

帽

盲

ヱ

咽

優

ク
刷
ん

戸
棚
師

向
山
間
開

• 
1五且 16[7] 
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…
動
が
盛
ん
な
土
地
柄
で
も
あ
り
ま
し
た
。

…

ラ
l
取
扱
庖
に
用
意
し
ま
す
。

…
ハ
リ
l
-K
・
シ
ゲ
タ

(
1
8
8
7
5
1
…
・
応
事
方
法
応
事
用
紙
に
必
曹
事
項

…
9
6
3
)
を
は
じ
め
近
代
写
直
史
に
足

…

を
配
入
の
う
え
、
①
郵
送
③
宅
配

…
跡
を
残
し
た
著
名
な
写
真
軍
を
輩
出
し
、

…

③
教
育
聾
員
会
へ
持
書
④
畏
野

…
現
在
も
多
く
の
写
真
聖
好
軍
が
活
尭
な

一

フ

ジ
カ
ラ
l
取
揖
屈
に
持
書
の
い

…
活
動
を
展
開
す
る
な
ど
、

「写
真
文
化
」

…

ず
れ
か
の
方
法
で
E
送
り
く
だ
さ
い

…
は
よ
田
市
が
他
に
時
リ
、
将
来
に
粧
憲

一

(
送
料
は
自
己
負
担
)
。

…
す
べ
き

E量
産
で
も
あ
り
ま
す
。

…
・
応
募
先

唖
3
8
6
1
1
2
5よ

教
育
蚤
員
会
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

…

田
市
天
神
2

4

刊
上
田
市
教
富
岡

…
と
実
行
委
員
会
を
組
摘
し
、
い
っ
し
ょ

…

委
員
会
生
涯
学
習
陣
文
化
振
興
悟

県
内
で
も
屈
指
の
古
さ
を
間
る
江
戸

一
に
「
写
置
」
を
通
し
た
地
輔
の
再
発
見
を

…
・
応
事
期
間

9
月
時
日
凶
3
叩
日
出

時
代
中
期
の
民
軍
「
倉
沢
軍
住
宅
」
(
上

…
行
う
た
め
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
聞

…

(
郵
送

・
宅
配
の
場
合
必
者
)

田
市
指
定
文
化
財
)
の
富
座
融
睡
理
工
…
蝿
し
ま
す
。

…
・
作
品
展
示
期
間
・
場
所
刊
月
1
白

事
が
7
月
末
に
完
成
し
ま
し
た
。
施
工

…
「
ま
ち
じ
ゅ
う
写
真
展
私
町
一
控
」

…

出
3
叩
日
冊
、
市
内
中
山
市
街
地
一

中
の
見
学
会
も
ご
好
評
を
い
た
だ
き
ま

一
は
、
皆
さ
ん
か
ら
公
聾
し
た
写
真
で
衝

一

円
に
展
示
の
予
定

し
た
が
こ
の
完
成
を
記
念
し
て
、
地

一
中
を
埋
め
尽
く
そ
う
と
い
う
企
画
で
す
。

…
、
l
I
l
l
l
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1ノ

元
の
皆
さ
ん
と
共
値
で
見
学
会
と
完
成

…
作
品
の
優
揖
は
醜
い
ま
せ
ん
・
想
い
を

…
一
主
囲
内
文
化
ほ
損
事
業
一
;
一

イ
ベ
ン
ト
を
開
価
し
ま
す
。

…
込
め
た
貴
方
の
一
極
を
喜
四
日
曜
に
ご
応

…
一
第

4
回

信

州

上

図

書

席

一

・
と
き

8
月

白

日

回

二

轟

く

だ

さ

い

。

…
園
田
監
臨
監
劃
匝
副
圃
臨
凪
圃
・
・
・
・
・

午
前
9
時
5
午
睡
0
時
担
分

…
・
作
品
一
7
l
マ

自
由

・
・
・

t
E
B
E
E
-
-
E
E
E
E
E
E
E
-

-
内
容

見
学
脱
明
書
(
午
前
9
時

…

・

応

曹

量

桔

…

・

と

き

g
月
白
日
出

5
9時
四
分
、
叩
時
拍
分
，
、
，

n時
、

一

年

齢

、

ブ

口

、

ア

マ

間

わ

ず

ど

な

一

午

後
6
時
四
分
間
潤

正
午

5
午
睡
0
時
却
分
の
3
回)、

一

た
で
も
応
募
出
来
ま
す
.
個
人
の
ほ

…
・
と
こ
ろ

上
田
市
文
化
会
歯

太
酷
演
聖
(
午
前
9
時
四
分
)
、
民

…

か

グ
ル
ー
プ
、
団
体
で
の
応
事
も
出

…
・
出
現

話
暗
り
(
午
前
叩
時
)
、
日
本
罰
踊

山

東
ま
す
。

一

三
遊
寧
き
ん
置
さ
ん
(
落
晒
)
、
べ

(
午
前
叩
時
間
四
分
可
聾
地
師
乎
神
楽

山

圃

作

品

サ

イ

ズ

…

べ
桜
井
さ
ん
(
ギ
タ
温
度
酷
}
、
柳
軍

演
揖
(
午
前
門
時
)
、
茶
席
(
問
時
)

山

四
ツ
切
(
2
4
4
m
x
2
9
5
m
)
…

さ
ん
光
さ
ん
(
落
宿
)
、
三
遊
事
敵
司

、叶
I
l
l
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
…
文
は
ワ
イ
ド
四
ツ
切

(
2
4
4
m
x
…
さ
ん
(
港
阻
)

一

2
2
Uゅ
う
写
真
展
一
一
私
一
…

3
5
6
醐
)
中
宇
生
以
下
は
キ
ャ
ビ

…
・
入
場
料
前
雲

大
人
2
5
0
0

阿

国

ト

同

噂

陪

ほ

げ

」

…

ネ

サ
イ
ズ
(
1
1
9
m
x
1
6
8
m
)
…

円
、
小

・
中
宇
生
1
0
0
0
円

当

・
圃
配
厭
E
院
院
臨
島
町
酢
勝
島
脳
・
・
・
…
で
も
応
募
出
来
ま
す
。

一

日

韓

大
人
3
0
0
0円
、
小
・
中

園
E
E
E・
E
-
E
臨
E
E
E
E
E
…
圃
応
雲
劃

一
人
1
作
品
ま
で

…

牢
生
1
5
0
0
円

か
つ
て
蚕
糸
車
で
栄
え
た
よ
田
は
、
…

・
応
事
用
紙

教
育
委
圃
童
生
涯
牢
習

…
・
入
場
帯
取
揖

耳
光
堂
轟
器
居
、
劃

明
治

・
大
正
聞
に
は
写
真
愛
好
軍
の
活
山
田
、
市
内
6
公
民
曲
、
星
野
フ
ジ
ヵ

…

進
曲
ほ
か

倉
沢
家
住
宅
客
座
敷
修
理
工
事

の
完
成
見
学
会
を
開
催
し
ま
す

r 
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ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
蜜
成
績
座
霊
構
生
募
集

1五8.16
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圃
摘
師

…

・

持

ち

物

ラ
ケ
ッ
ト、

…

…

・

そ

の

他

今
回
は
、

1

2
調
児
コ
l

…

西
)

岩
崎
骨
子
さ
ん
(
揖
話
舎
代
表
、

…
・
締
切

9
月
白
日
嗣

…

…
ス
の
曹
璽
は
あ
り
ま
せ
ん
。
…

・
種
目

中
学

・
高
校

・
一
般
の
各
男

元
信
越
敢
送
ア
ナ
ウ
ン
サ

)

…
・
凶
剛
山
国
阻
回
同
開
闘

…

…
※
そ
の
他
の
聞
憧
教
室
は
9
月
8
日

間

…

女
、
シ
ニ
ア
崎
町
部
(
男
性
)
、
シ
二

国
定
員
四
人
(
先
着
順
)

…
・
と
き

叩
月
3
B
S来
年
3
月
5
日

…

…

か
ら
再
開
し
ま
す
。

…

ア
凹
の
部
(
男
性
て

そ
れ
ぞ
れ
の
ダ

.
憂
購
料

情
料

一

白
金
曜
日
午
後
7
時
四
分
5
9
時

…

…

…

プ
ル
ス
ト

ナ
メ
ン
ト
粧

・
申
込
み

9
月
2
日
同
か
ら
図
・
館

一

(
全
叩
回
)

…

い
ず
れ
も
申
し
込
み
は
8
月
幻
日
嗣

"
A什
什
パ
汁
什
汁
什

H
Hけ
叶
リ

…
・
対
量
市
内
在
住
、
在
勤
、
中
学

・

へ

…
・
と
こ
ろ

市
民
章
一
一
体
育
揖

…
午
桂
1
時
か
ら
盟
日
開

2
4時
ま
で

“
市
民
総
白
山
宵
は
台

g
m右
'
竺

…

高
校
在
学
者
、
ま
た
は
上
田
ソ
フ
ト

「
4
l寸
」
l
↓
」
1
J
1」

…
・
定
員

四

人

一
に
直
撞
ア
ク
ア
プ
ラ
ザ
上
田
へ
。

“
冒
開
制
阻
闘
闇
脳
魁
開
園
・
・
・
・
一

テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
員
(
シ
ニ
ア
刊
の
部

冨

陣
一重

量

軒

:

・
嘗
加
料

3
0
0
0円

…

受
晴
料
と
は
別
に
、

1
固
に
つ
き
1
…

F
B
E
E
-
-
E…
は

平
成
叩
年
叩
月
1
日
現
在
で
拍
車

置

問
一問
問

一間
一酬
盟
問
国
一

…
・
蹄
切

9
月

首

樹

…

0
0円
の
レ
ッ
ス
ン
料
が
か
か
り
ま
す

…

い

ず
札
も
受
付
開
始
は
8
月
四
日
間

…

以
上
、
三

一ア
曲
の
部
は
平
成
市
年

-a発
一竺
閉

一朗
一時
」
麟
キ
一
副
…
曲
闘
脳
同
副
凶
闘
凶
悶
悶
凶
回
開
同
凶
・
…
(
レ
ッ
ス
ン
帯
刊
控
極
り
1
0
0
0円
“
か
ら
で
す
。

一

叩
月
1
日
現
在
で
回
調
以
上
)

明
剖
」
「
」
1
↓
|
「
|
↓
|
」

閉
山

圃
と
き

叩
月
6
目
5
来
隼
3
月
幻
日
…
あ
り
)
。
ま
た
、
別
違
入
歯
料
(
↑
腫
7
一
備
出
回
同
開
同
醐
固
・
・
・
・
・
・
・
・
・

…
・
嘗
加
料

JEt--拙一醐
一
山一
一ゐ叶

…

の
月
曜
日
午
後
7
時
3
9時
(
金
也
…

5
0円
、
回
融
以
上
5
0
0
円
)
が
か

…
・
と
き
社
会
人
の
部

9
月
引
日
同

…

中
学
・
高
校
1
組
8
0
0
司

一

区

間

一畑
一畑
一肘
一
則
一
明

一

部

…

回

)

…
か
り
ま
す
(
来
就
学
児
は
踊
料
)
。

…

高
桂

・
大
学
生
の
部

9
月

U
E…
瞳

・
シ
ニ
ア
1
組
9
0
0円
(
そ
れ

(
 

程
司白

山
川

一山
一一昨

一
一淳

一
時
一
仰い
U

…
・
と
こ
ろ

市
民
体
育
曲

"
南
側

mH同
凶
闘
刷
凶
回
圃
.
.
.
.
.
 ，
山
置
と
こ
ろ

…
ぞ
れ
楳
憤
料
を
含
む
)

『
圃

一一

来
一
来
一
衆
一
間
後

-
「
』
|
仁
|
「
ト
ト
ト

L
晴
午

…
圃
定
員

四

人

…
・
日
程

9
月
8
日
ゐ

月
泣
目
白
月

…

甫

民
体
育
盟
、
市
民
第
二
体
育
曲
…

圃
申
込
み

、l川
叶
1

1
リ
川
汁
汁
川
1

引
J

…
・
嘗
加
料

2
0
0
0円

"

曜
日
午
睡
1
時
1
1
時
日
分
(
全
叩

…
・
対
車

市
内
在
住

・
在
勤
・
在
学
の
…

9
月
刊
日
嗣
ま
で
に
書
加
料
を
添

日同

μ崎
直

直

噂

惇

里

切

9
月
習
聞

…

恩

…

方

、

上

田

バ

ド

ミ

ン

ト

ン

協

会

員

…

え
て
上
田
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
事

冨

悶
闘
闘
間
関
闘
・
・
・
・
…

倫
開
聞
附
開
削
阿
国
闘
倒
困
・

…
・
肘
量

全

く

泳

げ

な

い

方

…

圃
書
加
料

室
交
の
師
個
人
軸
1
…

覇
局
(
堰
口
百
H
・
0
0
9
1
)
主

席
回
臨
幽
E
E
E・
E
・
-
-
-
-
-
-
-
"
・
と
き

叩
月
8
臼
5
来
年
2
月
百
日
"
圃
定
員

叩

人

(

先

着

順

)

山

組

2
0
0
0円
、
団
体
戦
1
チ

ム

…

は
よ
由
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
醜
控

対
象
は
い
す
れ
も
宇
生
を
除
く
市
内

"

の
水
曜
日
(主
惜
回
)
午
後
7
時
四
分

“
園
書
加
料

7
0
0円
(
揮
憤
料
)

山

4
0
0
0円
高

植

生

大

学
生
の

・

担
当
理
事
(
構
桔
宮

n
・
8
0
4
4
)

在
住
・
在
勤
の
方
で
す
。

一

5
9
時

…
畠
凶
旧
闘
阿
凶
国
闘
悶
悶
幽
・
・
・
・
・

一

部

1
種
亘
1
人
6
0
0
円

"

へ
。
中
学

・
高
校
の
部
は
各
学
校
を

日
程
は
変
更
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
"
園
と
こ
ろ

市
民
体
育
瞳

…
・
日
程

9
月
9
日
i
ロ
月
叩
自
の
火

…
・
申
込
み

社
会
人
の
部

9
月
日
日

・

清
明
し
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

ま
す
。
申
込
時
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

…
・
定
員

却
人

…

曜
日
午
前
打
時
5
刊
時
田
分
(
全
刊

…

掴
ま
で
に
書
加
料
を
添
え
て
体
育
醒

・
画
岡
嗣
開
削
闘
阿
国
・
・
・
・
・
・

受
付
開
始
は
8
月
四
日
聞
か
ら
で
す

…
・
嘗
加
料

3
0
0
0
円

山

圃

)

一

ま
た
は
上
田
ハ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会

一
圃
と
き

叩
月
4
日
出

(
ス
ポ
ツ
ダ
ン
ス
教
室
を
除
く
)
。
書

…
・
蹄
切

叩
月
1
日

出

…

・
対
量

6
か
月
5
1歳
未
満
児

一

(西
沢
古
田
・
1
3
6
9
ま
た
は
高

“
.
と
こ
ろ

加
料
を
高
耐
え
て
体
育
障
へ
ど
う
ぞ
。
山
由
凶
日
間
閉
闘
凶
闘
闘
凶
回
同
財
附
幽
・
曹
山

圃
定
員
百
組
(
先
着
順

)

…

構

En
・
3
1
6
9
)
へ
高
校
生

・…

塩
田
の
蝿
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場

幅
削
回
目
閤
同
開
凶
同
閏
間
国
・
・
…

・
と
き

9
月
3
日
5
什
月
白
日
の
水
…

圃
書
加
料

5
2
0
0
円
(
慌
瞳
料
親
…
大
学
生
白
部

9
月
間
日
凶
ま
で
に

…
圃
対
阜

市

内
在
住
・
在
動
白
方

・
と
き

9
月
羽
田
5
日
月
2
自
の
火

…

曜
日
午
桂
7
時
5
9時

一

子
2
人
分
1
4
0
0円
、
教
材
料
3
…
書
加
料
を
添
え
て
上
田
高
校
(
深
井

山
・
嘗
加
料

1
人
1
0
0
0
円

曜
日
午
撞
6
時
四
分
5
8
時
四
八
円
山

圃
と
こ
ろ

市
民
第
二
体
育
瞳

一

8
0
0円
子
ど
も
水
省
1
8
0
0
山

E
2
・
0
0
0
2
)
へ

…

・
申
込
み

(
全
叩
団
)

…
圃
定
員

印

人

一

円
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幽層明国間開眼目

第17回上回古戦場健康マラソン大会が開催されます。
10月12日目午前9時上回線跡公園スター卜 l

t 

2zよ

'17 
種目l孟蛾筏15種目と、ど芯たでも気軽に嘗加していただける値康2.5キロです。(詳細は『広報
うえだJ7月16号掲載)
大会要項は市役所総合案内惑口、教育委員会体育課、市内日公民館にあります。
8月1自国側1)'59月19B働(必着)までに、市役所総合案内窓口、教育委員会体育標へ讐加料老
添えてお申し込みください。
なお、 9月13日曲、14日旬、15日鯛は体育標窓口で午前日時か5午後4時まで受付を行います。

...:加賞
織強圃目/υストバンド
健康2.5キロ/総袋

k
g禽

a・
・
・
マ
ラ
ソ
ン
夫
会

tzタl

マラソン大会終了後(10時頃か5l、上田市営野球場をメイン会場に開催されます。

今年も体育指導委員によるキッウヲーゲット怠どの遊びコーナーをはじめ、ゲームコーナー、古51と演舞
等盛口だくさんの内容で皆古んのご来場をお待ちしています。
スポーツおもしろランドは当日飛び入りで穆加できます。市民の皆古ん、秋空の下、
ツでいい汗流しませんか.

沿遁Olt置き""(1¥二.tご也fl1-. 10月12日l孟スポー

市民(1¥篭きん(1¥ζ寓砲事&・い¥.春宮
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上田市ボランティア連絡協議会第3団交流会のお知らせ
上田市ボランティア連絡協議会は、その会員と上田市社会福祉協議会に登録しているボランティア団体等

の参加による交流会在開催します。市民の皆さんの参加も大歓迎ですので、ぜひお越しください。

.とき 9月7日(日)仕00-15:00

.ところ よ田市ふれあい福祉センタ

.内容 10:00-オープニングセレモニー

10:15-フリーマーケット{ボランティア団体からの出展)

自主生産品販売(社会福祉施粧品、らの出展)

活動展示コーナー(ボランティア団体の活動紹介)

14∞~遠藤ひとみコンサート(オカリナ、尺八、リコーダ一、ケーナ等)

アムステルダム ・スヴヱ リンク音楽院にてソロイスト ディプロマを得て卒業。「吹けるものなら伺

でも吹いてみせるブロ」

・主催 よ田市ボランティア連絡協議会(ふれあい福祉センター内)

| ・間古せ 上田市ボランティア連絡協議会~.f'~・ 1~1'~ll

女子美術大学メディアアート学科夏期公開講座

テクノロジーと感性
・とき 9月13日出

・ところ上田市マルチメディア情報センター ホール

.前 座入繍鋼料

13:30-15:00 映憧テクノロジ の近未来~アメリ力量IGGRAPI'I2曲3レポート~
世界最大町コンビュ タ グラフィックスの見本市「アメリカSIGGRAPH2003Jの展示会の様子とコ
ンビュ タ アヱメ ションフェスティハルで上映された置新CG映像を特別公開します。
講師女子美摘大学助教授 向山悔子さん

15:20.......16:50 Kansei and Design .....情報デザインとは~
感性を表現するには?情報デザインの考え方と醐ミマキエンジニアリングのオンデマンド印刷技術
を紹介します。
調師信州大学輔碓学部感性工学科教揖 横井紘ーさん
醐ミマキ工ンジ二ア1)ング代表取締役社長 池田明さん

・空琉会 (パーベキュ } 料童500円
17:00-19:00 書加者のみなさんと、宜子葺術大学メディアア ト学科目先生・学生と由主流会

1 ・問合せ上田市マルチメディア情報センター百四・í(I~凹 . 

長野職業能力開発促進センター 平成15年度10月訓練生募集案内

制樟科名

一部事聾定員

冒韓時間

二部募集定員

自揖時間

願書簡切日

テク二カル・
オベレーション科

一15名
ビジネス・ワ-!J科

15名

電寓陵情科 ピル管理科

15名 15名

8時50分-14時日分

15名

十
)

一附

五

一隅

一一四

一

1
一
!

占
~
一月

一附
一日

一摘

一間

抱

一
1
-引
市

-入所選考 平成15年9月11日(木) B時45分~職業適性検査、面接等
・訓練期間 6ヵ月間(平成15年10月2日~平成16年3月26日)
・訓練場所 長野職業能力開発促進センタ
.費用 授業料は無料。ただし、入所時に、教科書 ・実習服等の購入賞で約16，000円程度必要。
.応募資格 新しい知識や技能を身につけて、 再就職する意欲のある方。

1 ・申込み・間合ゼハローワーク上回百n・8609

15，8.16 [12] 



9月12日圃
盗律繍畿 '---"主30-15羽
{予約制】 ι9同26日圃

I 13:30......15:30 

諸制鵠目 1121脇
畳間4明こ智
児ー瓦瓦瓦F凹こ需型P
母子相 飯毎週月~金構日

9凹-16凹

人権咽みごと欄 1121思想

…到型動i
ひきこもり相厳

9月22日開
13:30......15:30 

9月10日嗣
Q稲 -11却

ころの相厳 ト一一一一
9月27日嗣
9:30......11:30 

9月24日同
『蝿ほう」の相臨 9:00......17却

湘竺竺空町品JRpm
9月8日開

持政綱厳 10:00......15:00

毎週月~金慣回
心Eごと相阪 9カ0......16:00

2審「吾 m忌F一五月20日出
{予約制 10:00......12:00

児置相臨 毎週土咽日
1~日0......15:30

毎週水曙日
I 10:00......15:00 

縮樋繍懐ト二三三で子云
1毒月第2土曜日
間田......12:00

2長.繍厳 9月17日嗣
〈予筑蘭 10:30.....12:00

毎週月~金曜日
保険・写金相級 9:00......16田

園貧 .11省政書 I 9月22日開
-白川幅値 I10:00-16:00 1 

醐"蜘麟!?t開F
保膏・子育て繍厳 毎週月~金曜臼
〈自塑じ-1'却-16泊。

保育・子育て掴富良 毎週月 ・火曜日
_ 9治0......16:00
-一ーー一ー一一一一+一一ー一一 一一一一

女性遺偉相銀 毎月第4木沼田
。匪予鈎 10:00......12:00

女性総合得骸

女性総 合組陵

822E弘}

[13) 15.8.16 

聖付lま

生活環焼傑
(包直通23・5120)

市
役
所

g
E

児童保育課
( .. 直通23・2叩0)
児童保育環
(包瞳薗23・5132)
人権同和対策標
(包直通23日93)

農業委員会
(曾直通23・5466)

健康推量隈
("直通23・8244)

←一一一一一一一一ー一一

高噛者介護際
( .. 直;M23・5140)

上田市福祉会館

社4善福祉協強会
(C27・8田0)

社会福往路様会
("22・3曲目

上回商工会醸所
(fl22・4叩)

市民プラザ ・ゅう
(D27・羽田)

市民プラザゅう
(tr27・31目)

納期限'月1日制
.市県民枝 2J1!
・国民健康保険里見 2J1! 
・個人・接説〈県磁J前期

便利で確実事口座掻替のご利用を

一市民お気軽集会-

reft元気官官'か?市長官'-J
母袋市星が、皆さんの地区1;:直筆書伺いして.lII程に

箇り古う『古元気ですか?市豊です』を開催しております.

市畳が日ごろ考えている「生活者起点』由市段違置につい

て35..をしながら、皆さんと自
由lζ画り古います。
日程la下E申とおりで、どB
たでも怠加できます.

この置か申告唱での開櫨予定

la、随時、広報うえだか自治吉
田覧で畠知!;1:!します。

.問合せ 拠ー楳
( .. 22・410唱111116) ーー

・8月沼田幽19:ω~ 海野町会館
・9月11日醐19:00- 周場町会館
・9月12日働19:00- 神科鬼量センター
・9月17日側19:30- 下重賀コミュヱティセンター

(J a 

母袋市畏が市政に対する皆さんのご意見を直後お聴きし‘

「生活者起点Jの市政運営の穆考にさtきていただく「市民と市

長の日」を開催します... 

加を希望される方はお@し

込みください。

なお、関係臓員も同席さ

ゼていただきます.

t 
-と き g月18日同午前10時~正午
・ところ 市長室(市役所本庁舎3階〕
・対 象市内在住か在勤の方(グループでも可)
・募集人数 5人(組}
.e餓時間 1人(組〕につき20分程度
・剛込み
はがき ・FAX.Eメ ルのいずれかに必要事項を配入し、 8
月26日同まで[必着]にゆし込んでくださも、
・配入事項
目D住所也氏名曲年齢署職.<51111露番号骨密したい内容(市敢
に関すること〕を記入してください.伝お、グループでの申込
みの組合は、"加人数と代表者の住所・氏名などを記入してく
ださい。

・申込先
「はがきJ"'GJ:出ら届01

上回市役所泌省保内「市民と市長の日」係

rFAXJ園田・5111上回市役所u・限内「市民と市長の日」係
rEメール」 アドレス hishoka@city.ueda.nagano.jp

(件名を「市民と市長の回申込み」としてくださL、)

・その他
応募者多数の場合は、鏑遣をさせていただ〈場合があります。

開催日の一週間ほど前に、申込みの結果を全員の方にお知らせ
します。
・間合t全 信.篠(D22・41側潤1112)



H E A L T H 

保健ガイド
| 慨推進課惜，，，a:fliUl I 

.肺がん検診のお知らせ
9月2日ωから 9月10日闘にかけて、市民で40歳以
上の方音対象に肺がん横診を行います。

肺がんは、他のがんに比べて進行や転移のしやすい

がんですが、早期に発見 ・治癒すれば治る可能性も高

くなります。

すでに申し込まれ方には、事前にご案内のはがきを

お送り します。また、申し込まれていない方でも当日

会場で検診を受けられますので、この構会にぜひお受

けください。

ただし、せきやたんが出る立ど気になる症状のある

方は、肺がん検診としてではなく、直接医療機関に症

状を伝えながら受診することをお勧めします。

・日程・会場下記日程衰のとおリ

.内容 問診胸部レントゲン検診

曙痕(力、くたん)検査(問診の結果、必要と認め

られた方のみ)

・蛋齢料 200円(曙疲(かくたん)検査は800円加算)

・注意事項 レントゲン揮監時は、上半身標、または

薯い肌着枝が原則です(ネックレスなどははずし、

金具・プラスチックのついてい草い肌昔等での撮影と

止ります)。なお この肺がん検診を受診された方は、

結核レントゲン検診は受ける必要がありません。

G U D E 

【腕がん検官念日程】

とき

.r歯がはえたら教室」にお出かけ下さい
・と き 8月27日刷、 9月10日嗣・ 24日嗣

10:00-11:00(受付9:50-10:00) 

・ところ 保健センタ (市役所南庁舎2階)
・対量 歯が4本はえてきたお子さん

.持ち物母子手帳、歯ブラシ、コップ、タオル

※参加希望の方は、事前に健康推進課(ft23・8244)へ
ご連絡ください。

難病相談会お知らせ
「パーキムノソン病」でお阻みの方、ご家族の方を対象に

相談会を開催します。
・とき 8 月 28日同13 :30~16 :30

(畳付13:00-13:30)
園ところ よ国保健所(上回合同fT舎内)
・内 容 学習会(圏立星野病院匿師・岩崎輝明さん)

・個矧l相談(匡療・リハビリ・栄養・生活相談)
※医療相談については 予約カも&;，、妻です。

.問合せ 上回保健所保健予妨課 (025・7149)

-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1・・・・ 8・・・ 1・・・・・・・・・・・ a・・・. 

9月の乳幼児健康診査・教室 I 

広報うえだ7月168号でお知らせし

た8月28日闘の2健児教室の会場は、

川西社会福祉センターではなく 泡図

母子健康センターです。町正しお鰐び

します。

1>聖付時間

a:乳幼児健康診査 午後1時-1時

45分

a2歳児教護午後1，寺-1時15分

也、母とも午後O時四分以前の畳
付はできません。

1>鰐ち物

①乳幼児健康診査母子健康手帳、

健康診査察〈赤ちφん手帳の中に

ありますので記入してお持ちくだ

さい。3歳児は自宅で視力・聴力

検査を実施して、結果を記入して

ください)、パスタオル、おむつ、

書プラシ(l歳6か月児).3歳児
は、尿検査の容器をお送りします

ので、お持ちください。

. 
a2健児教室 母子健康手帳、おたずねRI紙、副首プラ γ、:

コップ、おやつ代(実質)、おやつ照はし・フォークな :

どとお~ : 

1>問合せ 健康准進課(包23・8244)

4か月

1歳6か月

3 歳

2蹴児教室

・JII酉祉会摘祉セン?-(壇闘・JII百地Eの方のみ)

※塩図川西地区の2般児教室、 3・児健鯵l季、10月に行います.: 

-. 

※対象者に1;1個別に通知します。詳しくは、健康推進課ヘ。:-........................................................................................-
15.且 16[14] 
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T1ti 
史跡上田城跡保存整備計圃軍・

回城跡白整備計画を策定します。

今回は、平成2年度に策定した上回城跡整

備基本計画に基づく整備の経過についての報

告と計画の見置し、整備に伴う課題について

ご審議をいただきました。

第2回目白委員会は、 11月に開催予定で、
平成16年度目整備計画についてもご審議いた

だく予定です。

平成2年度策定のよ田揖跡整備基本計画の整備目揮と実施状況(平成15年度現司王)
ι 』両 「墨-~->>;R

整備基本計画保存管理計画の策定 |平成2年度

吾虎口、本丸内等の尭掘調査 |平成2-8年度

短期|本丸東西虎口、二の丸北肩口の整備 |平成2・4・5年度
聾幅|本丸帽のしゅんせつ |平成3年度

目標|本丸内民家の移転 |平成4年度

本丸東虎口僧門の裡元 |平成3-5年度

本丸郭内の整備

l市民会館、山本鼎配意瞳等の移転中期 l
|二の丸東虎口、三十聞堀、武者溜り等種元整備

量帽 l i 一 一一 一
|七つ措置元 一割。

開催

目唖同高扇百五対策 |平成9・12-14時。継続中 |現地視察白樺子
体育施設等移転

長期 |二の丸西虎口畳備

聾冊 |二の丸郭、堀等の種元聾備

目標 |七つ櫓(残り)、本丸西虎口櫓門置元

尼ヶ淵崩落防止対車 平成9・12-14年度。継続中

15.8.16 [16] 
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そ
の
檀
義
経
は
、
と
こ
は
触
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
平
皐

へ

子
方
と
し
て
裳
経
を
演
じ
ま
す
。
が
、
ハ
が
義
経
に
同
情
的
な
の
は
、
か
つ
て
J

悲
痛
な
革
連
行
を
錨
い
た
物
ば
か
り
〈
吉
野
山
中
や
興
福
寺
な
ど
を
転
々
と
ハ
で
作
ら
れ
た
そ
の
句
に
は
奥
州
藤
原

民
じ
て
瞳
経
を
演
じ
る
事
は
少
な
く
、
J

我
々
の
祖
先
が
何
か
の
折
に
見
た

ゾ
で
す
。

戸

し
つ
つ
、
頼
朝
の
追
っ
手
の
目
を
く
戸
氏
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
悲
劇
の
英
雄

u

e

 

大
人
が
主
役
と
し
て
義
艇
を
演
じ
る
V

『
船
井
直
』
や
『
安
宅
円
で
、
小
さ
~
義
経
由刀
頼
朝
崎
代
官
と
な
っ
て
上
J

ら
ま
し
て
い
ま
し
た
が
、
厳
し
い
飽
J

の
生
涯
に
、
深
く
感
銘
を
受
け
た
事

の
は
『
鹿
島
』
の
み
に
な
る
の
で
す
。
U

な
子
供
の
掛
す
る
義
経
治
、
本
当
こ
栴
を
目
指
す
の
治
、
舟
永
2
(
1
1
V
索
を
こ
れ
以
上
凌
げ
な
い
と
判
断
し
、

V
が
伺
え
ま
す
。

ー
へ

『
安
宅
』
で
も
闘
を
上
手
く
抜
げ
一
慢
げ
な
風
情
を
醸
し
出
し
、
見
て
い
ハ

8
3
)
年
で
す
。
年
が
明
け
て
努
氷
山
文
治
3
年
春
、
奥
州
の
藤
原
垂
守
二
重
革
や

る
計
略
を
案
じ
、
関
守
富
樫
と
誼
り
V

て
涙
を
押
さ
え
ら
れ
な
か
っ
た
か
ら

J
3年
2
月
7
目、

一
の
替
の
合
戦
で
、
F

頼
ろ
う
と
、
都
を
腫
れ
る
決
意
を
固
何

合
い
、
は
や
る
味
方
を
押
え
、
勧
進
~
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。

Jv

華
経
は
奇
襲
を
成
功
さ
せ
、
近
織
地

艇
を
続
み
上
げ
る
と
、
八
百
六
曹
の
ん
し
か
し
実
際
に
、
義
経
ば
か
り
が

V

方
ま
で
勢
力
を
戻
し
て
い
た
平
車
を

大
活
躍
を
見
せ
る
の
は
武
蔵
坊
弁
慶
い
正
し
く
、
兄
頼
朝
が
弟
の
手
柄
を
中
海
上
に
追
い
や
り
ま
す
。
そ
し
て
寿

で
、
韓
経
は
実
の
兄
に
も
疎
ま
れ
た
~

一
人
占
め
し
た
野
心
む
き
出
し
白
亜
日
永
4
年
2
月
四
目
、
嵐
を
突
い
て
船

立
場
。
可
慢
な
頼
り
な
げ
な
風
情
で
〈
人
か
と
言
う
と
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
り

出
し
た
華
経
は
、

ま
た
も
や
少
な
い

弁
贋
に
一
切
を
任
せ
て
い
ま
す
。

』
ん
。
腹
心
の
部
下
も
ほ
と
ん
ど
持
た
~
味
方
で
平
草
の
大
軍
を
攻
め
、
追
い

「
判
官
び
い
き
」
と
は
、

日
本
人
の
一
ず
ま
た
直
属
の
軍
隊
も
な
く
、
全
く
い
払
う
の
が
屋
島
の
合
戦
で
す
。
そ
し

義
援
好
き
か
ら
で
た
言
葉
で
、
弱
者
ハ
の
無
の
状
態
か
ら
、
そ
れ
ま
で
と
は
~
て
同
年
3
月
割
目
、
壇
ノ
浦
に
お
い

へ
同
情
し
が
ち
な
我
々
の
性
格
を
理
~
別
の
シ
ス
テ
ム
の
政
体
を
作
り
上
げ
へ
て
義
経
は
、
つ
い
に
宿
敵
圭
季
語

第
七
回
『
上
回
城
薪
能
」
開
催
ま
で
あ
と
叩
目
あ
ま
り
と
な
り
ま

し
た
。
先
月
号
に
引
き
続
き
、
曲
目
に
ま
つ
わ
る
お
話
を
観
世
静
子

さ
ん
よ
り
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

今
回
は
、
能
「
安
宅
」
か
ら
源
義
経
の
お
話
で
す
。

裳
経
と
と

• 7
月
定
例
会

7
月
日
目
附
開
催
し
た

7
月

定
例
会
の
主
な
内
容
は
、
次
回

と
お
り
で
す
。

兵
ど
も
が

事
の
時

審
構
事
項

一

公
民
館
活
動
に
お
け
る
醒

題
等
に
つ
い
て

各
公
民
館
の
活
動
状
況
及

び
主
な
課
題
と
対
応
等
に
つ

い
て
協
議
し
ま
し
た
。

[ 17J 1丘且16



国際的写真家 ハリー'K・シゲタ

子山吻??
。ち¥

シカゴ

ン
ゲ
タ
が
生
涯
の
ほ
と
ん
ど
を
過

ご
し
た
の
が
シ
カ
ゴ
で
す
。

1
9
2

4
年
か
ら

1
9
5
8年
ま
で
の
問
、

商
業
写
真
家
と
し
て
、
ま
た
芸
術
写

真
家
と
し
て
、
そ
し
て
ア
マ
チ
ュ
ア

写
真
家
目
指
導
者
と
し
て
、
ン
ゲ
タ

の
黄
金
時
代
と
も
い
え
る
時
期
を
過

ご
し
た
町
で
す
。

ン
カ
ゴ
は
全
米
で
第

3
白
都
市
で

す
。
四
世
紀
の
桂
半
か
ら
大
商
業
都

市
と
し
て
発
展
し
ま
し
た
。
シ
ゲ
タ

の
商
業
写
真
家
と
し
て
の
成
功
も
、

ン
カ
ゴ
と
い
う
場
所
で
な
け
れ
ば
あ

り
え
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
大
量
白

商
品
が
出
回
る
消
費
時
代
に
は
広
告

が
重
要
な
役
割
を
担
う
か
ら
で
す
。

晩
年
、
ン
ゲ
タ
は
所
有
し
て
い
た

「
ゾ
ゲ
タ
・
ラ
イ
ト
ス
タ
ジ
オ
」
を

売
却
し
、

一
線
を
温
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

こ
の
時
シ
ゲ
タ

の
ス
タ
ク
オ
を
買
い
取
っ

た
人
物
の

一
人
が
、
今
回

お
会
い
し
た
チ
ャ
ー
ル
ズ
・

ン
ャ
ラ
l
ド
氏
で
す
。
シ
ャ

ラ
!
ド
氏
は
購
入
後
の
新

社
名
を

「
シ
ゲ
タ

・
ア
ゾ

ン
エ
イ
ツ
」
と
変
更
し
、

営
業
を
続
け
ま
し
た
。
こ

の
全
社
は
現
在
も
存
続
し
て
い
ま
す
。

「
シ
ゲ
タ
」
と
い
う
名
前
を
引
き
続

き
新
社
名
に
使
っ
た
理
由
に
つ
い
て

訊
ね
た
と
こ
ろ
、

「
シ
ゲ
タ
と
い
う

名
前
が
有
名
で
あ
っ
た
こ
と
と
、
シ

ゲ
タ
白
名
は
自
分
た
ち
の
求
め
る
質

の
高
さ
を
輩
徴
す
る
名
前
だ
か
ら
。
」

と
述
べ
て
い
ま
す
。

シ
ゲ
タ
白
人
間
性
に
つ
い
て
ン
ャ

ラ
I
ド
氏
は

「
世
ほ
ど
紳
士
的
な
人

間
を
知
ら
な
い
。」

と
述
べ
て
い
ま

す。
1
9
4
1年
目
日
本
軍
に
よ
る
其

珠
湾
攻
撃
の
後
、
ン
カ
ゴ
に
移
住
し

て
き
た
日
系
人
キ
リ
ス
ト
教
信
者
自

礼
拝
所
が
な
く
困
っ
て
い
る
と
い
う

話
移
随
一
念
、
シ
ゲ
タ
は
シ
カ
ゴ
の
フ
ォ
l

ス
・
プ
レ
ス
ピ
テ
リ
ア
ン
教
会
由

一

室
を
惜
用
で
き
る
よ
う
に
尽
力
し
た

と
い
い
ま
す
。
こ
れ
は
シ
ゲ
タ
の
ン

カ
ゴ
で
の
社
会
的
地
位
を
示
す
話
と

い
え
ま
す
。
戦
時
中
田
こ
と
で
あ
り
、

ア
メ
リ
カ
人
か
ら
の
相
当
の
信
用
が

な
け
れ
ば
で
き
な
か
っ
た
こ
と
だ
か

ら
で
す
。

戦
時
中
、
シ
ゲ
タ
は

「
ゲ
ッ
セ
マ

ネ
白
キ
リ
ス
ト
L

と
い
う
キ
リ
ス
ト

の
向
偉
画
を
描
き
、
こ
の
教
会
に
寄

付
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
裏
切
り
と

キ
リ
ス
ト
の
苦
悩
の
シ

1
ン
で
、
日

系
人
た
ち
は
こ
の
絵
を
戦
時
中
の
自

分
と
重
ね
合
わ
せ
た
そ
う
で
す
。

ン
ゲ
タ
の
写
真
や
写
真
技
術
に
つ

い
て
ン
ャ
ラ
!
ド
氏
は

「
シ
ゲ
タ
は

す
ば
ら
し
い
眼
を
持
っ
て
い
た
。
ま

た
構
図
に
憧
れ
て
い
た
。

ン
ゲ
タ
が

撮
る
と
、
ど
ん
な
平
凡
な
も
白
も
よ

い
写
真
に
な
っ
た
よ

と
語
っ
て
い

ま
す
。

つ
ま
り
、
何
が
美
し
い
白
か
、

何
が
撮
影
す
る
に
値
す
る
か
を
熟
知

し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

チャールズ・シャラード氏(左}

~ 

Z文

選

魁

戸

羽

生

困

め

ぐ

笑

癒
え
し
身
に
め
〈
り
て
き
た
る
誕
生

白"。
白
百
合
抱
へ
つ
つ
夫
は
帰
り
来

上

限

即

近

藤

雅

カ
タ
バ
ミ
の
小
さ
き
花
田
生
命
カ

電
線
に
巣
立
ち
の
小
集
並
ぶ

御

所

児

玉

ι川
4

早
朝
町
清
し
き
空
曳
響
か
せ
て
児
童

の
笛
か
鳴
り
来
遣
の
〈

住

作

下
醇
山
秋
山
手
綾
子

か
う
べ
垂
れ
し
ま
ま
石
と
む
る
像
ど

見
む
悔
い
か
漸
憐
か
裡
に
こ
も
る
は

築

地

含
湾

問

長

-n
司

書

同
《

雷
国
の
生
活
を
記
す
七
年
の
文
人
牧

之
の
北
越
雪
譜中

野

本

木

節
子

両
銀
を
看
取
り
十
年
過
ぎ

L
今
守
ら

れ
て
い
る
と
思
う
毎
日

手

銀

樋

日

曜

老
竹
の
花
と
散
り
し
か
蛤
争
の
ま
は

逝
き
た
り
吾
れ
よ
り
先
に

上
常
図
岩
佐
か
め
よ

雨
降
り
に
く
つ
ろ
〈
部
屋
町
静
ま
り

て
夫
ひ
と
り
打
つ
碁
石
町
脅
が

保

野

清

水

ゆ

き

子

積
雪
に

L
の
字
の
如
幽
が
り
た
る

z

u

 

山
毛
揮
に
若
葉
の
そ
よ
〈
脅
空

中
吉
図
小
出
ひ
さ
子

ふ
し
く
れ
だ
ち
目
躍
け
せ
し
手
を
い

同
ト
同
回
同
国
H
げ
同
川
旧
岡
団
防

短

取

制

首

俳

句

1
5
9句

川
柳

1
3
0句
島
町

3
8
3作
品

1丘且 16[18] 

と
お
し
む
葡
萄
の
耳
切
り
終
え

L
夕

べ
は

緑
が
吐
岨
唱
揖
‘

幸
穂

僧
尼
ら
の
夢
み
し
季
節
の
色
調
会
』
固

i
E
 

八
万
の
量
語
り
か
け
お
り

矢

沢

闘

中

の

み

手

f

t

 

よ
ピ
み
な
く
流
る
る
堰
の
水
脅
は
水

ば
ん骨
車
夫
の
さ
さ
や
き
と
聞
〈

評
時
事
詠
に
も
桂
作
が
あ
っ
た
が
、

か
け
声
を
越
え
た
短
歌
に
し
た
い
。

適
者
縁

玉
砕
町
沖
縄
県
民
の
忠
誠
を
知
事
宮

ひ
て
果
つ
マ
レ

l
に
て
炉
り
き

緑

が

丘

畑

和

人

門
閉
じ
て
膏
園
町
中
町
小
学
校

小

泉

木

村

y
そ

下
に
書
上
に
息
子
や
梅
を
謀
る

岩

門

宮

島

里

子

山
崎
怖
を
引
け
て
露
あ
り
梅
雨
半
ば

佳

作

生

相

啄

春

岳

征

二

県
境
の
村
裾
野
ま
で
玉
キ
ャ
ベ

y

国

分

工

藤

じ

ゅ

ん

男
梅
雨
ぼ
っ
ぼ
ぽ
っ
ぽ
お
庭
に
鳩

浦

野

小

林

信

宏

竹
の
子
の
覗
い
て
を
り
ぬ
背
負
髄

下
房
山
秋
山
手
綾
子

刊
を
負
ひ
何
か
ら
逃
れ
鳩
居
せ
る

福

岡

回

中

優

子



『上沼窄誌』目

玉』るさんtiょう剖. •••• 
仏文

と
酌
祭

川
符
の
之

元
来
的
王

U

将
M

天

札
民
，
頭

そ
蘇
」
五

市誌編さん室・

[m1l・mu

慣
謹
国
分
寺
町
八
日
虫
輯
日
に
頒
布

.，、
み

さ
れ
る
酔
民
将
来
符
は
、
厄
陪
け
の
お

守
り
と
し
て
、
全
面
的
に
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
護
符
は
ド
ロ
ヤ
ナ
ギ
材
を

寸
-
‘
げ
い

手
彫
り
に
し
て
六
角
錐
形
由
柱
状
を
し

て
お
り
、
そ
由
居
状
や
図
柄
は
格
調
が

高
く
、
貴
重
な
文
化
財
と
さ
れ
て
い
ま

す
。蘇
民
将
来
梓
に
は
、

「大
幅
・
長
者

・

蘇
民

・
将
来

・
子
孫

・
人
也
」
と
十
二

文
字
が
二
文
字
ず
つ
、
鎧
と
朱
で
各
面

に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
顕
部
自
「
カ
サ
」

と
呼
ば
れ
る
部
分
に
は
六
角
田
星
型
的

変
昨
し
た
紋
様
が
施
さ
れ
、
魔
除
け
の

粧
樺
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
下
の

「
ア
ミ
」
は
通
り
魔
な
ど
を
に
ら
み
返

す
目
を
意
味
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
切
れ
込
み
由
部
分
は

「
ク
ピ
」

と
呼
ば
れ
、
正
月
の
松
飾
り
に
ち
な
ん

だ
松
葉
が
捕
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
下

に
は
文
字
が
-
一
文
字
ず
つ
入
り
、
そ
申

下
町

「
オ
ピ
」
白
部
分
に
は
し
め
蝿
を

表
す
粧
掃
が
捕
か
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
下
方
の

「
コ
ン
」
白
部
分
に
は

「
ア

ミ
」
の
粧
捕
が
拙
か
れ
て
い
ま
す
。
こ

。白、.もん

の
肱
捕
は
山
伏
な
ど
が
呪
文
を
唱
え
て

，、
U

九
字
を
切
る
作
法
を
図
示
し
た
も
の
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
の
紋
樺
に
は

特
別
な
意
味
が
込
め
ら
れ
、
よ
り
効
力

の
あ
る
護
符
と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、

酵
民
将
来
符
の
全
体
白
車
は
、
ス
サ
ノ

2
5
2
 

オ
神
が
高
天
円
仰
を
迫
政
さ
れ
た
聞
目
、

ゐ
@

b

・

襲
、
笠
を
身
に
付
け
た
安
を
慣
し
た
も

の
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ロ
月
l
日
に
は
、
臨
民
情
と
呼
ば
れ

る
江
戸
時
代
か
ら
信
揖
国
分
寺
町
門
前

に
軍
を
構
え
て
い
た
人
々
に
よ
っ
て

「臨
民
切
り
」
白
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
藤
民
将
来
符
の
作
成
に
は

「砿
民

包
丁
」
と
呼
ば
れ
る
特
別
に
製
作
さ
れ

た
ナ
タ
が
使
用
さ
れ
ま
す
。

こ
白
蘇
民
将
来
符
は
、
い
つ
ご
ろ
か

hu 

ら
人
々
に
頒
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。

信
混
国
分
寺
に
は
、
蕗
民
将
来
持
の

由
来
が
配
さ
れ
、
宣
町
時
代
の
文
明

u

•• 

終
止
符
匂
抽
選
率
審
g
n
u
』
事
室
吋

1
E
Z
E，F
?容
量
じ
』
匹
担
当

ewz占

蘇民将来符の頒布峨況

主祭之主天頭牛

(
1
4
8
0
)年
に
書
き
写
さ
れ
た
「
中

尉
匁
m
b
m恥
苅
」
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
遅
く
と
も
室
町
時
代
に

は
八
目
立
藤
田
で
蘇
民
将
来
符
の
頒
布

が
行
わ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
白
古
文
書
は
時
期
が
判
明
し
た
悶
種

目
も
の
田
中
で
は
畳
古
白
賓
軒
で
あ
り
、

平
成
7
年
に
上
田
市
文
化
財
に
指
定
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
平
成
ロ
年
に
は
、

「上
田
市
八

目
立
の
蘇
民
将
来
符
頒
布
暫
怖
」
が
国

選
択
師
部
氏
栴
文
化
財
に
認
定
さ
れ
ま

し
た
。
な
お
、
こ
の
蘇
民
将
来
梓
や
牛

頭
天
王
之
摂
文
に
つ

い
て
は
、

『
上
田

市
誌
』
申
文
化
財
編

『
上
田
市
の
文
化

財
』
、
歴
史
編

5
分
冊
の

『
室
町

・
戦

国
時
代
の
争
乱
』
、
民
陪
編

3
分
冊
白

『
伺
仰
と
芸
能
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ど
に
詳
細
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記
さ

れ
て
い
ま
す
。
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現
き
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菖
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さ
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松

井

伸
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子
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揺
れ
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追
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悩
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町
中
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ず
台
竹
内
由
契
子

縁
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し
紫
陽
花
見
る

小

牧

片

岡
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野

渡

辺

艶

ご
老
体
負
け
ず
縫
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哲

夫

つ
老
い
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の
名
忠
れ
ゆ
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中
村
佐
官
暦
た
か
こ

顔
な
じ
み
岨
唱
え
て
回
線
と
な
る
散
歩

中

之

条

片

山

貞

子

喜
寿
の
足
ホ
タ
ル
見
に
行
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感
謝
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ま
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悶
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郡
二
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人
情
に
犬
け
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ど
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リ
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中

村

児

玉

置

子

サ
ン
グ
ラ
ス
か
け
て
外
界
を
遮
断
す

る

芳

悶

荻

ロ

益

子

巣
立
つ
子
に
チ
ョ
ッ
ピ
リ
家
訓
花
に

埠
え

秋

和

関

忠

子

今
年
ま
た
梅
雨
時
さ
わ
く
膝
小
僧

保

野

原

邦

子

サ
ン
ダ
ル
の
貴
足
美
人
の
赤
い
爪

中

野

箇

中

す

い

子

世
配
り
が
効
い
て
隅
に
も
陽
が
当
る

常
鎗
妓
小
林
ま
つ
子

手
作
り
の
小
さ
な
花
壇
に
白
い
蝶

国

分

関

図

牟

子

昼
下
が
り
風
鈴
の
脅
心
地
よ
し

大

手

町

山

崎

初

予

輔
び
つ
い
た
右
脳
が
動
〈
い
い
天
也

選
者
吟

猛
暑
消
す
江
戸
風
幹
の
唄
が
置
み

10月号町役捕方法
はがきに短世・俳句 ・川柳田

別、氏名(ふりがな)、自泊会

名、電話番号を記入のうえ9月
18目附&，膏で上田市教育岳民会

「教育うえだ」需("386-0025 
よ田市夫神2-4-74)へ。
なお作品に難しい言葉があ

るぱあいはふりが立をつけてく

ださい。
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上田市の

東京発の新幹線がよ田駅に滑り込む宮前、車

窓の右手に白蓮喰の大き琢繭倉が見え、 よ田

に着いたことを強く曹心ます. 写里五

この舗倉のある笠原工業の初代房吉[武諏訪郡平野村(同

省市)の庄屋の軍に生まれ、諏訪地域で製糸襲を興した桂、

明治33(1900)年 上田に常国館製糸場在創立しました。

製品を諏訪で作って宮越時大屋駅まで運んで出荷するよりも、

駅に直近のとの地に工場を建設することを選んだのです.

房吉はその佳明治36年に78韮の工場の新車と3階建倉庫

の摺築、 5階建繭倉庫の新築 再繰工場の新築に着手する

草ど、 飛躍的に工

場の甚張者進めて

います.

明治38年に落成

白壁土蔵造り

間口21
興行5聞の大規

一ー
す。県内(こ残る藷倉庫としては、 置も高層の木造倉庫で、も

うすく築100年在迎える貴重な存在です。

常田館(写頁1)は 事務所兼住宅の建物として明治41年|ζ

建て己判ました。 2陪σ外観は下見板張口の洋風ですが、1
闘志真壁の和血のつくりで、窓には格芋在付け、下塵庇もぽ寸

l才ており 和洋折衷というよOl~和洋酒み上げのたいへん診

しい建物です.

とのほか敷地内には、 3階濯の画倉庫(明治36年)， 4階

建の繭倉庫(明治45年)、それに、大正14年に建て5れた、

当時としては草しい鉄筋コンフリー卜遣の倉庫(写真2左側
建物)があり、蚕都として栄えた上回の皐徴と在ってし官す.

参考資料 『笠原工業株式全社

現代編』

百年の歩みj 『上田市誌近

L JJ2lf/~ 9 fJ 5 17 jiji.デベシシダー冒各種相談乳幼児健康惨褒等については本号または7月16自号をご覧ください。

21 木

25 月

火

* 

市民と市隻の日

(13沿0-15:30/市役所本庁舎3階市長室)

市民お気軽集会「お元気ですかワ市長ですJTO-P.13

ウィークエンドリサイクル(10:00~12:00/ジャスコ上

回庖しおだ野ショッピングセンタ)

綾子ふれあい広場(10:00-12:00/中央公民館)

観子DEパソコン{10:00.......12:00/中央公民館)

樽物館講座「上回の幕末維新J(13:30-15:00/博物館)

CD-R活用揚座(13:30-16:30/メディアランドUEDA)

バリアフリーコンサート(1430-/文化会館〉
早稲図大学会唱団第43固サマーコンサー卜

(18:30-/市民会館)

倉沢家住宅客座敷修理工事の完成見学会砂P，8

民族舞踊コンサ ト(18氾0-/市民会館)

上田市民水泳記録会

(8:30-13:3ゆ/自然運動公毘ブール)

地織のごみ問題を考える鳴演会砂P，5

日本語.8本文学の楽しみ(10:00-11:30/中央公民館)

上困地域就職ガイタンス

(2004年卒業生のための就職面儀会)砂P.6

巴三三 環繍ζ..し省益還合寧100%の再隼M
と大豆泊インクを使用していまT.

28 木

31 日

月

火

3 水

4 木

5 金

種から育てる花づくり碕習会

(9:30-11 :30/上回城跡1}(I)穐下駐車場}
~わがまちふしぎ発見-raと水の文化財一千幽川の
ほとりを歩くJ(14泊。-15:30/中央公毘鎗)

信州大学公開暗座「糸つむぎから織物までJ
(9:00.......17叩/信州大学繊維学郵)

親子DE/'Iソコン (10:00.......12:00/中央公民鎗)

働〈女性支鐸セミナ ・女性が働くとき

(13:30-16:30/創造鎗)

信州大学公開!II!lr糸つむぎから織物まで」
(9:00-12:00/信州大学繊維学部)

第15団よ因子行毘揺遷盟民濯まつり

(9"0-/文化会館)
J-MACマンガセミナー砂P，5

1:30/中失公民館)

上国市勉賓嶋合防11t1練惨P.2.3

市営住宅A居者募集開始(-8日)砂P.6

親子ふれあい広窃(10:00-12:00/中央公民鎗)

日本鱈日本文学の楽しみ(10:00.....11:30/φ央公民館)

絵本入門謂盛砂P.8

15，8，16 [20 1 


	P1 表紙
	P2 上田市地震総合防災訓練を開催します①
	P3 上田市地震総合防災訓練を開催します②
	P4 情報うえだ①
	P5 情報うえだ②(催し)
	P6 情報うえだ③(催し、募集、お知らせ)
	P7 情報うえだ④(お知らせ)
	P8 情報うえだ⑤(生涯学習)
	P9 情報うえだ⑥(生涯学習)
	P10 情報うえだ⑦(生涯学習)
	P11 情報うえだ⑧(生涯学習)
	P12 情報うえだ⑨
	P13 9月の相談
	P14 保健ガイド
	P15 教育うえだ
	P16 第1回史跡上田城跡保存整備計画策定委員会開催
	P17 第七回「上田城薪能」
	P18 ハリー・K・シゲタ　アメリカでの活躍④
	P19 上田市誌　編さんだより
	P20 うえだ建物探訪

